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６日(土)９：00～17：00　名古屋国際会議場「会議室224」

	９：00
	（第一部　「不信の連鎖」を超えて）

	
	　　開会・座長挨拶

	
	　　　　　　座　長：橋本　和久

	９：00～10：10
	問題提起Ⅰ「公共サービスへの信頼はなぜ回復しないのか」

	
	　　　　　　助言者：菅原　敏夫（公益財団法人地方自治総合研究所研究員）

	10：10～10：20
	休　憩

	10：20～10：50
	要請レポート報告Ⅰ

	
	　①　「新しい公共 ― 神戸・長田から震災15年　 ― 旧二葉小学校の活用と＜震災＞を伝えること ― 」

	
	　　　　　　兵庫県本部／神戸市職員労働組合・長田支部・人・街・ながた震災資料室

	10：50～11：30
	自主レポート報告

	11：30～12：00
	論点整理「新しい公共を再構築する」

	
	　　　　　　助言者：菅原　敏夫（公益財団法人地方自治総合研究所研究員）

	12：00～13：00
	昼食休憩

	13：00～14：10
	（第二部　「信頼と安心」への熟議）

	
	問題提起Ⅱ「市民協働における問題点と展望」

	
	　　　　　　助言者：高橋　彦芳（長野県元栄村村長）

	14：10～14：40
	要請レポート報告Ⅱ

	
	　②　「地域の公共交通を守れ　福井鉄道福武線の存続に向けた市民ぐるみの取り組みから」

	
	　　　　　　福井県本部／越前市職員組合・ＮＰＯ法人丹南市民自治研究センター

	
	奥山　茂夫

	14：40～14：50
	問題提起・要請レポートを受けて

	14：50～15：00
	休　憩

	15：00～16：30
	自主レポート報告と意見交換

	16：30～17：00
	まとめ

	17：00
	閉　会


第２分科会：「新しい公共」を再構築する

	テーマ
	　政府セクターや公共サービスという社会システムが大きな揺らぎを見せる中、市民・民間・行政の各セクターの役割分担や、それらの連帯で作られる「新しい公共」の意義を再度考えることで、「信頼と協力の社会＝良い社会」を地域内に創出する方策を考える。

	特徴的な情勢
	①　公共サービスの供給主体が多様化する中、ＮＰＯや地域コミュニティといった市民セクターが、社会貢献事業を行政に提案し、各地で協働事業を展開している。

②　効率性や経済性のみのＮＰＭ（ニューパブリックマネージメント）として安易な市民満足志向に走ってきた結果、事件事故などが発生している。

　　今こそ、公共性や公益性の視点・雇用の安定などの観点から社会の仕組みを変革し、地域・現場からの政策提案が急務の課題になってきている。

③　市民と身近なところで公共サービスの質・内容を決定していくための仕組みづくりに、市民・職員がどう関われるかが問われている。

	主要論点と実践課題
	①　自治の「現場」における市民参加、職員参加をともに進め、新たな連帯を地域に作り出す。

②　分権改革の受け皿として、地域の自治力・市民力を高めるための仕掛けづくり＝自立支援型の公共サービスを創造する（住民主体の条例づくり、計画づくり、地域コミュニティの再生）。

③　地域の公共サービスのあり方を住民同士が議論し合う場の設置に向けて、先進事例からその可能性を探る（「公共サービス市民会議」）。
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